
燃料電池発電システムの負荷変動評価

燃料電池発電システムに内蔵されているインバータは、実際の家庭や工場などでの使用条件に合わせた負荷変動試験が必要となります。こ
のような場合、交流電子負荷装置を相の数だけ用意することで負荷試験が可能となりますが、変動試験を行う場合は単純ではありません。
交流電子負荷装置をソフトウェアにより様々な変動パターンで動かすことが必要になるからです。このアプリでは、交流電子負荷装置と無
償公開ソフトウェアによる実施例をご紹介します。

GP-IBは、ANSI規格IEEE488.1がベースとなっており、現在はIEEE488.2に対応した機器が広く普及しています。
IEEE488.2は、IEEE488.1で規定された転送方法に加えて各機器共通のコマンド（指令）やクエリ（問い合わせ）などが
追加されたもので、IEEE488.1の上位互換となっています。

　

製品情報

プログラマブル交流電子負荷「3270シリーズ」

AC E-Load Player シリーズ
3270/32701シリーズコントロールソフトウェア

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/159/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/ac-load/3270-2-2/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/ac-load/ace-loadplayer-2/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/ac-load/ace-loadplayer-2/

